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ＣＩＥ民間情報教育局映画からＵＳＩＳ教育映画まで
 
―
戦後女性の 住空間におけるジェ ン ダー構造
―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 身崎
 とめこ
   
はじめに
 
 
人々の住まいは生活者レベルでの必要性あるいは緊急度からすると「衣食住」
の順位は常に「衣食足りて…」の並びではあり得ない。生命の安全は食と住が獲得されて初めて平穏理に営まれるからである。この意において戦後住空間は、大戦を挟み歴史的な転換期を迎えた。無論敗戦と戦禍による大都市の四一〇万戸
（１）
に
及ぶ深刻な住宅不足が端緒であるが、同時に都市ではそれまで借家を中心とした人々の居住意識が大きく変革を迫られた時代でもあった。敗戦に続きＧＨＱによる占領期というかつてない時代経験を経て、人々の住いへの意識は高度経済成長期へ向かって次第に変容を余儀 くされてゆくのである。しかしながら新憲法が上梓され戦後諸改革が進んで男女平等や婦人の諸権利諸改革が謳われても 後女性の権利はまだ紙上のものに過ぎない。 「三従の教 」 、 「三界に家無し」という封建制 格言が長く生き続けたからである。依然女性は居住する権利はおろか様々な「公的所有権」の 域から遠ざけ れる が継続した。 はそこで戦後
女性はどのような暮らしを目論見、自己実現の場として如何なる住空間を構築しようと試みた であろうか。
 
敗戦から高度経済成長期に至るほぼ二〇年間、戦後社会は多様な経済的・社会
的要因を複合して現在ｎＬＤＫといわれる家族・住宅スタイルを現出した。その始点に占領期に米国から怒涛のように流入し横溢した「豊かで美しい暮ら のイメージ」が存在する。
 
ＧＨＱ（連合国軍総司令部）の占領政策は敗戦国日本の非軍事化と民主主義啓
蒙を第一課題とし、婦人改革をその先鋒とした。日本国民に民主主義のもっともわかり易い表象としてアメリカの豊かな家庭生活や郊外住宅都市を映像や雑誌等で紹介したのである。その啓蒙喧伝の中心となったのがＧＨＱ・ＣＩＥ（民間情報教育局）であり、国民生活底辺からの民主化に活動を集約 たのが「ＣＩＥ教育映画」 【図１】であった
 
この映画活動はＧＨＱ・ＣＩＥの絶大な権力を付与され、農地改革をバックア
ップするＮＲＳ（天然資源局）の農村生活改善運動とパラレルに実行された Ｃ
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ＩＥの敗戦国日本への民主化プログラムはまず戦時体制を人々の意識から速やかに排除し、民主的家族の創出を図って平和国家建設の基盤をつくることにあったからである。つまり映画・ラジオ・雑誌・新聞等あらゆるメディアを動員して教育現場から農村の隅々まで日本に親米思想を浸透させ、その延長線上に最終目的であるアメリカ民主主義の啓蒙を置くという図式からなる。ために活動は国民生活底辺の場から始められることを要した。従って当時労働人口の約六〇％ 有した農村を照準とし、さらにそこでは戦時に農村労働を一手に担いながらなお底辺に位置した農村女性が主たる対象とされたのである。ＧＨＱは女性解放を戦後五大改革の筆頭に掲げ、女性の家事労働軽減を旗印 「カマドの改善」 ・衛生概念の普及等を映画や幻燈画に視覚化し、アメリカ民主主義のイメージアドバルーンとしたのである。
 
終戦以前すでに周到に準備されたこの教育映画計画は一九四六年三月には着
手され、一九四八年に地方を中心として本格的展開を開始した。アメリ 公文書館に残る記録から占領期だけで延べ一五億三〇〇〇万人の観客を半ば強制動員したとされ
（２）
。当時の人口がほぼ八〇〇〇万前後であるから、乳幼児其の他を除
く実観客数を六〇〇〇万としても占領期だけで国民一人当たり少なく も二〇回前後は見たことになる。
 
その映像群にはアメリカの豊かな美しい暮らしの空間が演出され、食糧難に喘
ぎ住宅難に逼迫 人々の心を掴んで例外なく魅了したといわれる。ゆえにこＣＩＥ教育映画はプロパガンダとしてではなく得難い娯楽として瞬く間に全国を席巻したのである。映像は平和で幸福な家族 空間として清潔で美しい住まいや台所を強調する。民主主義を実現する新しい 創出であった。その中心
描かれる若い女性や農村の主婦像は、そのまま民主主義の象徴として描き出されてゆく。
 
このようにしてＣＩＥとＮＲＳは映像によって美しい暮らしと台所仕事の軽
減を提唱し、家事労働と戦後民主主義を齟齬なく女性の生活底辺に連結したのである。やがて女性解放の旗印「カマドの改善」は「ダイニングキッチン」という和製造語を生み出すきっかけとなり日本住宅公団の 「５１Ｃ型住宅」 に結実する。この住宅の台所設計は『日本住宅の封建 』で「台所 ジェンダー」を論じた建築家浜口ミホによるものであるが、こ 空間誕生こそが戦後女性のアイデンティティ発露の場を再び住空間に差し戻し 日本社会の高度経済成長期前夜に始まる再主婦化の温床となったのではあるまい 。戦後女性 生き方そ ものを家族と「家族を容れるハコ
（３）
」としての住宅を軸に展開させる契機となったのではないだ
ろうか。
 
その後この家族住空間はより美しい暮らしを求めて消費を加速し、まさに高度
経済成長期の日本経済に大いなる貢献を果たす。一九六〇年代の 女性再主婦化への隠されたジェンダー根源はここに端 発すると言え だろう。
 
占領期が終了するとこの映像メディアによる占領政策の骨子はアメリカの対
外外交戦略の大いなる成功事例としてそのまま冷戦期以降も引き継がれる。 「ＵＳＩＳ教育映画
（４）
」 【図２】としてアメリカ国務省によってリニューアルされ、全
世界に展開する広報文化政策の核となった。
A
m
erica as N
um
ber one
というイメー
ジの下に、一九五三年八月に設立された合衆国広報・文化交流庁・ＵＳＩＡを中心に世界規模の対 文化戦略を繰り広げるのである。
 
ＵＳＩＳ教育映画の日本における活動は一九五二年五月から活動の中心拠点
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となった各地方アメリカ文化センター及び日米文化センター閉鎖の一九七二年まで継続された。実際はその後も一九八〇年代初めまで膨大な科学最新情報を教育・市民生活の現場へ送り続けている。ＵＳＩＳ映画では占領下での強制動員という枷が外されたが、なお科学の進歩をアメリカの豊かで清潔な家族家庭像と結合し、全世界にアメリカのさらなる優位を発信したのである。このような状況の下に日本の戦後家族 住宅も変容の歩みを早め、高度経済成長期に至り公団５１Ｃ型から現在 ｎＬＤＫ家族モデルへと到達したと考える。
 
本稿はこの二つの映画計画を事例に まず教育とプロパガンダの境界においてＣＩＥ教育映画が占領下日本国民にどのよ
うな家族空間を提示し、同時にダブルイ
メージとしてそ に女性 住空間を重複していかにそれら ジェンダー化していったかを考察する。
 
冷戦期に入ると前述のようにＵＳＩＳ映画がこのＣＩＥの文化戦略を引き継
いだ。米国国務省管轄によってＵＳＩＡは文化冷戦下でアメリカの最新科学情報を駆使し、人々により一層の豊かで美し 生活空間 あらゆる ディアを通して提示してゆく。特に映像によっ 科学と繁栄 神話を視覚化しアメリカの優位を世界に展開するのである。その映像群で科学と連帯して勧奨 衛生概念 普及は住空間のみならず戦後家族の身体そ ものを清潔という究極の消費循環に取り込む。戦後社会はここにジェンダーを超えた新たな家族 形成の契機に遭遇する。ｎＬＤＫ家族モデルである。
 
では「カマドの改善」から「ダイニングキッチン」へ、さらに少子高齢化によ
って空洞化しつつある今日 「ｎＬＤＫ空間」まで、戦後女性は住空間とどのような相関関係を形成し、あるいはこれと切り結び、これら視覚映像 よってどの
ようなアイデンティティ確立へいざなわれていったのであろうか。
 
この論考では、これまでに論究されている供給サイドＧＨＱ・ＣＩＥからの観
点ではなく受容側の様相に視点を置き、まずＣＩＥ及びＵＳＩＳ教育映画の全国展開状況を明らかにして本論への導入としたい。
 
  
一
 ＣＩＥ教育映画とＵＳＩＳ教育映画の境界と連続性
 
 
ＣＩＥ映画とＵＳＩＳ映画は本質的に供給者と受容者が同一であり、介在する
フィルムもほぼ継承されたことから、一九五二年の占領終結という制度上の転換があるものの両者に作品タイトル上で厳密な境界線を引くことは困難である しかしながら敢えて映像の背景に隠された境界線を探ることはＧＨＱ占領下の婦人政策と占領終結後のアメリカ対外文化戦略の狭間で、ど よう 「描かれる家族家庭像」が変化し「戦後女性の肖像」がどのように書き換えられ、イメージの転換がなされたかを知る上で重要な手がかりとなる筈である。
 
ではこれまでの先行研究では境界線についてどのように考えられてきたか。各
研究の見解は分野・テーマにより様々に異なり現在明確な定説 み い。
 
ＣＩＥ教育映画研究の先駆者であった阿部彰によるフィルム・リストは、ＣＩ
Ｅ№３０４『蔬菜農園』
( 一九五二年五月二日公開
) を最終とする。阿部は豊かな
家庭生活や台所の改善がＧＨＱ／ＣＩＥの民主主義啓蒙 梃子とされたこと指摘したがその 領域は占領期に集中し、以降 ＵＳＩＳ映画 は深く論及しない。ＣＩＥ映画 日本 戦後社会教育及び視聴覚教育確立に果たした役割に重
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点を置いていたためである。
 
映画機関紙『映画教室』の記事分析を通
してＣＩＥ映画に対する日本の教育映
画関係者の評価と批判を検証した中村秀之のリストでは、フィルム№５２４『南極の秘境』を最後とする。近年アメリカの対外文化戦略の見地からＣＩＥ映画における研究が盛んになるが、終了時期に関してはほぼこの間が想定されている。
 
戦後家庭科教育の領域からその成立過程を論じた柴静子はＣＩＥの家政担当
官であり映画製作に関わったモード・ウイリアムソンの足跡を辿り、男女の平等と生活改善をテーマとしたＣＩＥ映画№２１１ 『明るい家庭生活』 を取り上げる。が、柴研究はまさに戦後の女性問題をテーマにするものの分析領域は占領下 家庭科教育に留まって特 「境界線」 問題 しない。
 
これらの研究に対し谷川健司は初めて教育学の領域を超えてアメリカの占領
政策の観点から占領期の映画政策全般を論じた。ＣＩＥ映画についても詳細に分析検証を試みているがここ もＵＳＩＳ映画への考察へは至らなかった
（５）
。
 
ＣＩＥ映画活動をアメリカの戦後におけるＵＳＩＡの対外文化戦略の文脈で
とらえ、改めてＣＩＥ映画からＵＳＩＳ映画へ連続性をもって全体を概観したは土屋由香である。土屋はＣＩＥからＵＳＩＳへのアメリカのメディア戦略を戦後外交史の視角 とらえ、原子力をはじめとし 戦後日本社会に与えた政治的・経済的影響の深さを考察する。
 
しかしながらこういった目録上の境界線は現時点では幾分曖昧となりつつあ
る。恐らくあまり重要ではない可能性が高まった。両映画活動の間に沖縄というグレイゾーンが介在し、不明ナンバーのフィルムの存在が明らかになったからである。これまでの研究で一切論究されなかったこの沖縄分を含めると、ＣＩＥ映
画の配給本数はさらに増加する。長引いた占領の結果、沖縄でのフィルム・リストは本土におけるＣＩＥ映画と種類・内容において別段の様相を呈している。
 
厳密には両映画計画の唯一の顕著な相違は前者が強制受容であったのに対し
後者は任意に任されたという点にある。が、この強制か任意かという境界も受容者側の観点からすると実は茫漠たるものとな 占領期では先述のように娯楽や世界の情報から切り離されていた農山漁村
･地方僻地の人々にとって、これら教
育映画はもっぱら得難い娯楽と受 取られたからであ 沖縄 関し も同様であった。供給側の意図をはるかに超えて「人々は餓えたようにこれら教育映画を求めた」と当時の証言が琉米文化会館日誌
（６）
に書き残される。その受容の規模と実
態は同時に観客と戦後社会に与えた影響の深さ 大きさを示唆する。
 
技術的差異としてはＣＩＥ映画にはフィルムだけでなく簡便な幻燈画
（７）
が数多
く作成され存在したことが特筆される。いわゆ このスライドは学校・子供会・婦人会・農協など映画フィルム以上に活躍の場を得てい ことが知 れているがほとんどスライドそのものが失われてしまい、その研究は今の所道半ば も至っていない。またＵＳＩＳ時代 入る 次第にカラー映画が出現し、アニメも多く制作された
（８）
。これらの技術革新はアメリカ側の対外文化政策が時代とテレビ放送
の開始にも積極的に対応した結果の差異の一つではある。
 
おそらく問題とされるべき相違はフィルムタイトル上ではなく、映画内容ある
いは全体構成における境界あるいは変容にある。この動向は反共フィルムが登場し始めるＣＩＥ映画の半ば一九五〇年代後半 漸次始まり、科学情報 の先陣を切って宇宙・原子力関連フィルムが台頭するＵＳＩＳ映画（一九五四年以降）に顕著とな 。単に科学映画の多投参入という現象だけでなくそれら 背
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景・周辺に描かれる家族家庭の生活映像が暗黙裡に変化し始めるのである。この家族家庭イメージの変容によって再び戦後女性の映像は占領期に担った男女平等や女性解放のイメージをはぎ取られ、家族とそ 住空間へ差し戻されようとするのである。
 
  
二
 ＣＩＥ教育映画の活動概要
 
 
ＣＩＥ教育映画活動の本格化は、一九四六年一〇月二五日ＧＨＱから管轄下軍
政組織への「第八軍施行命令第五七号」 「日本の視覚教育計画」に始まり、同月二六日付「聯合国軍総司令部貸与の十六粍発声映写機及び映画受け入れについて」という「発社第百三号」文部省次官通牒の発令によって全国で正式にスタートしたとされる。だが既に地域的には一九四六年三月に開始されており、ここの間状況に関しては別項で改めるが、最初に配布されたフィルムは九本で詳細 は、№９を除くいず も一九四六年三月一日
公開と記され実施時期が明らかとなる。
全タイトルは以下の通りである。
 
№１
 『トスカニーニ』
Hym
n of the Nations-Toscanini （一九四四年ＯＷＩ製作
（９）
） 
№２
 
『よりよき明日』
Better Tom
orrow,
 
 
  
№３
 
『選挙当日』
Tuesday of Novem
ber （一九四五年）
 
№４
 
『勉学の自由』
Freedom
 in Learn 
№５
 
『米国西北州』
North west,USA
（一九四四年ＯＷＩ製作）
 
№６
 
『電力と農園』
Power and Land 
№７
 
『鋼の町』
Steel Town （一九四四年ＯＷＩ製作）
 
№８
 
『飛来する疫病』
W
inged Scourge 
№９
 
『風を紡ぐ樹木』
Trees to Tarm
 the W
ind 
この九本の映画内容は、芸術文化
( 一
) 、民主主義
( 二
) 、アメリカ文化
( 一
) ・農業
( 二
) 、工業
( 二
) 、医学衛生（一） 、教育
( 一
) と啓蒙教化全体の均衡を保持する。フ
ィルムは大部分がアメリカ映画であるが、この内三本の製作についてはＯＷＩ・戦時情報局が関わる（№９『風を紡ぐ木』に関しては映写可能なフィルムが現存せず、 『ＵＳＩＳ映画目録一九五三』から削除されているため公開日・内容・製作国とも詳細不明である） 。
 
残念ながらＣＩＥ映画の総目録は存在しない。一九五二年五月二日の№３０４
『蔬菜農園』を時系列的に最終とした阿部彰のリストを参考に フィルムナンバーと占領終結時点から推定すると、フィルム№４０６『労働組合員教育』が最後となる。欠番を除く総タイト 数 三七四本、微妙な五月七日配給分二本を入れて三七六本となる。これは一九五三年ＵＳＩＳ映画目録冒頭の緒言「三五○種以上のフィルム…」に合致する。しかしその後沖縄のおける調査が進み、沖縄では本土とは異なるフィルムが複数投入されていたこ が判明した。これによって〈戦後日本の啓蒙教化〉 いう占領政策全体から俯瞰するとＣＩＥ映画の本数はさらに増加することになる。各フィルムは３５㎜劇場用とナショナ ・カンパニー製映写機用１６㎜が各数本のコピーフィルムと共に各都道府県視聴覚係に配布された。
 
全体の内容別構成は当初の分類範疇のうちにあるが、フィルム供給は多くアメ
リカ製ドキュメンタリー・ショート に依存する。全てのフィルムはＣＩ
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Ｅの厳しい検閲通過を必要とし、ＣＩＥの政策意図にそぐわないと判断されたものは例外なく除外されるか改編を余儀なくされている。教育映画のプロパガンダ利用で 先進国であったイギリスも多く
の教育ドキュメンタリーフィルムを提
供しこのプログラムに参入するが、当初のフィルム配給では明らかに民主主義・科学・政治に関するものは多くがアメリカ作品の優先であった。 文化・医学衛生教育面ではアメリカ以外の映画も散見するが、ＣＩＥが啓蒙に重点を置いた政治・経済・産業・工業、特に農業に関してはアメリカが独占する。農業分野はアメリカ映画の独壇場であった。農民の貧困と赤化 防ぐため ＮＲＳと共にアメリカンスタイル 農業協同組合を推奨し、農地改革の推進をはかる重要な役割が課されていたからにほかならない。
 
 
三
 ＣＩＥ映画のフィルム構成
 
 
占領下におけるＣＩＥ映画のフィルムは次の三種に分類される。
 
 
ａ．既存の短編・ドキュメンタリー映画（文化紹介映画、戦時情報局製作映画、企業プロモーション映画）
 
ｂ．イギリスを筆頭に占領に関わる他の連合国からの提供フィルム
（１０）
 
ｃ．ＧＨＱ・ＣＩＥの占領方針 従い国内で製作された日本製短編映画とＣＩＥが買い上げた日本作品【図３】
 
 
ａ．に関しては当初プロパガンダ用に製作された作品だけでは不足し、一部既
存の商業用ドキュメンタリー作品も援用された
（１１）
。
 
ｂ．に関しては連合国作品といえども厳しい検閲が実施された形跡が残る。例
としてイギリス教育映画ＣＩＥ№６４『将来の設計』があるが、この映画は元来イギリス国内向け教育映画であった。イギリスは戦後の住宅復興に際しプレハブ住宅の普及促進を図る。この映画はイギ ス国民の住宅概念を刷新させる目的で製作されたが、ＣＩＥ 厳しいアダプテーションチェックが適用された。住宅を国民の居 福祉とするイギリスと住宅市場主義をとるアメリカとの基本概念の決定的違いからである。映像は改編を余儀なくされ、ほぼイギリス コンセプトは換骨奪胎されている。
  
ｃ．についてはＣＩＥでは早い段階で日本の現状により適応した作品を日本サ
イドで製作、又は買い上げて映画 トに組み込んでゆく。日本作品は全体で約五四本に上るとされるがこの背景にもＣＩＥの厳格な検閲があり、そのアダプテーションから洩れた大量の日本製教育 が存在する
（１２）
。日本作品の最初の登場は
№３９『火の用心』
Beware of Fire （一九四八年六月一七日公開）とされるが、こ
れは先立って封切られたアメリカ映画№３１『火の科学』
Chem
istry of Fire
 
をシ
ョートカットし焼き直したものであ ので、№６３『食生活
（１３）
』
O
ur Eating Life （一
九四八年九月一四日公開）が最初 作品であろう。これによりＣＩＥが一九四八年の本格的活動開始に合わせて一般国民や教育現場で容易く理解できる日本作品を周到に準備調達したことが判明する。
 
フィルム内容については前述のようにＣ
ＩＥ映画には総目録が無くフィルム
自体も多く失われているため正確には把握できない。ただフィルム別に「鑑賞のしおり」 【図４】というリーフレットが附されて内容 テーマ 詳細が解説され
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る。映画鑑賞のあとで観客をどのような観点へと誘導するかＣＩＥの方針に従って細かく指示され、さらに映写会終了後の討論会実施とＣＩＥへの報告が厳しく義務付けられている。この事実はＣＩＥがこ 映画活動に課した役割 重大さを如実に示すものであろう そ 映写会報告記録は原文のままワシントンの国立公文書館に現存し、占領下におけるＣＩＥ映画受容の実態を解明する一助となっている。
 
  四
 反共映画の登場
 
 
占領期では朝鮮戦争勃発以前からアメリカの共産主義への警戒は一層に高ま
ってゆく。この政治的緊迫は直ちにフィルム上に反映 た。防共テーマは一九四九年九月配給の№１５５『空輸の話』にスタートし、ＵＳＩＳ期一九五八年二月公開の『国連ハンガリー特別委員会報告 まで継続する。一旦こ 周辺 顕著な反共映画 製作はスローダウンするが、実際は一九六八年のＵＳＩＳ№６８０９‐Ａ『平和を求めて』 、同じく№６８３７‐Ａ『平和のため 戦い』まで続けられたとみるべきである。それまで№２３ （一九五〇年八月配給） 『侵略に答える国連』といった幾分ソフトであった防共タイトル イメージは次第 エスカレートし、№３０３『共産主義の足跡』 （一九五一年三月配給） 、№４０１ 赤の陰謀』 （日本作品一九五二年三月）のように反共姿勢を歴然とする。単に目録上の映画タイトル名変遷や配布の在り方からも供 者 隠された意図 顕わな様相を窺うことができよう。この間約四年半で二本の日本作品を含め 〇本の防共
フィルムが配給公開されてゆく。
 
加えてこれまでの初期ＣＩＥ活動を支えたニューディール左派の人脈はすで
に後退し、ＣＩＥではアメリカにとっての「太平洋の防波堤」であるべき日本国民の親米馴化に拍車をかける。これら反共フィルムの登場は初期ＣＩＥ映画が掲げた男女の平等や女性解放といった民主主義の本質に関わるテーマのフィルム減少を加速し、並行して戦後直近に表わ た民主的家族とは異なるイメージの家族像・女性像の浮上を促す。
 
  
五
 沖縄のＣＩＥ映画
 
 
ＣＩＥ映画活動はＵＳＣＡＲ（
U
nited States Civil A
dm
inistration of the Ryukyu 
Islands ／琉球列島米国民政府）統治下の沖縄においても形態はほとんど同じであ
るが、本土における各都道府県視聴覚係の設置に代わってアメリカ文化センターにあたる琉米文化会館
 ( Ryukyuan-A
m
erican Cultural Center) が設立され、ここを中
心拠点として名護・石川・那覇・宮古・石垣など５か所の分館で同様の活動が行われた。しか この琉米文化会館の活動記録は会館新設 一九四九年二月からの記録であり、それ以前 記録は今の所発見できず未確認である。
 
沖縄で配布されたフィルムは本土に比してかなり多い。ＵＳＣＡＲ関係のニュ
ースが主体である「琉球ニュース」がＣＩＥフィルムとして４００番台 リストに挿入され、また本土では見られない子供向 の娯楽映画が多数発見された。本土がＵＳＩＳに切り替わ 前後の失われていたフィルムナンバーをこれらニュ
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ース映画と娯楽映画が埋めていたのである。これまで一九五二年四月四日配給の№４０６からＵＳＩＳ映画の表示に切り替わ 一九五三年二月配給の№５０１まで、 ０番台のフィルムは存在しないものと考えら てきた。しかしながらまだタイトル・公開年月日等が不明なものの№４８９の映写記録が会館日誌に残り、少なくともこの番号まではＣＩＥフィルムが存在したことが判明した。４００番台は 約半数が不明であるが琉球ニュースは第１号～２１号までの二本が計上され、本土では配給されていないアニメ乃至は人形劇フィルム（推定）が四 、アメリカと沖縄独自の交流映像その他一七本が配されている。
 
沖縄におけるＣＩＥの活動は本土と同様巡回映写会が頻繁に行われたが、同時
に様々な米軍関連のイベントを琉米文化会館に集中する。映画だけでなく図書設備のほか、レコードコンサートや写真展 繰り返し開催され盛況を極め と記録される。この点では農村の生活改善から国民底辺へ草の根 民主化を図った本土のＣＩＥ活動とはかなり様相を異にする。民主主義啓蒙とか婦人解放といったイメージ創出にはほ んど留意されず、何よりも親 思想の早期育成と島民のアメリカ文化への馴化に重点が置かれていたことが理解される。
 
 
 六
 ＵＳＩＳ教育映画の概要
 
 
冷戦期にアメリカの外交広報戦略の中心を担ったＵＳＩＳ教育映画 ＣＩＥ
教育映画からの移行は今まで述べたとおりである 、厳密にはその全体像はこまで解明されていない。ＣＩＥ映画についてはその存在が占領期という特殊 時
空間に置かれたため各研究分野からの注目を集めているが、ＵＳＩＳ映画に着目した研究はこれまでほぼ皆無の状態で緒に就いたばかりであるといえる。ここでは日本で展開されたＵＳＩＳ映画 概要に限り、その展開状況を検証する。
 
ＵＳＩＳ映画の配布は一九五三年から一九七〇年まで計七冊の映画目録
（１４）
発行
とＣＩＥ映画に九〇〇タイトル近いフィルムを追加し、一九七一年の最終公開フィルム『科学時報第一八一号』 日本では通算一二四七タイトル（暫定数・執筆者調査）を展開する
（１５）
。さらにテレビ時代には別枠で多数のテレビ用フィルムを
備え、その広報戦略 ＣＩＥ映画 劣らぬ領域を維持したと推定される
（１６）
。フィル
ムはＧＨＱ
･ＣＩＥに代わり東京米国大使館映画部が管理し、各地方アメリカ文
化センター・日米文化センターへ配布された。各センター閉鎖廃止後は全て地方視聴覚機関と教育施設
（１７）
に移譲され一九八〇年代前半まで命脈を保ちその受容記
録を残している。日本のＵＳＩＳ映画ではすでに劇場用３５㎜フィルムは姿を消し全て１６㎜タイプとなる。これによってＵＳＩＡはもはや占 下のように劇場での急速な大量動員を目的とせず、冷戦期に入って教育現場や市民生活底辺で確実で安定した長期的広報戦略に臨んだと考えられる。このフィルム形態の差異はそのままアメリカの占領政策・文化広報戦略の内実を露呈する。フィルム残存数の多さにもかかわらず沖縄に３５㎜版を確認できなかった理由の一つ こ にあろう。沖縄では本土での民主主義啓蒙や民主的家族の創出よりも早急な市民の親米化が優先されたからだと推定される。
 
占領期と同様ＵＳＩＳ映画でも多くの日本製教育映画が採用され組み入れら
れている。沖縄に配布されたフィルムはタイトルのみで製作内容 も不明なのでこれを除くが、ＵＳＩＳ期 は約二八本（暫定）の日本作品が登場し、新たな高
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度成長期前夜の日本社会に対応する。一九七二年前後公開と思われるＵＳＩＳ№７１１８‐Ａ『科学時報一八一号』をフィルム缶未開封
（１８）
のまま発見したが、これ
によってＵＳＩＳ映画が一九七二年周辺の各アメリカ文化センターの廃止直前まで精力的に活動を継続していたことがあきらかになった。
 
ＵＳＩＳ映画の作品内容に関しては一九六二年の№６２１８『科学時報第一号』
を皮切りにアメリカの宇宙・原子力
（１９）
・先端技術が優先的に紹介され、科学関連映
画の配布が攻勢を強め いる。ＵＳＩＳ期における科学映画の全体に占める割合は『科学時報』 【図５】一八一本、 特集号』三九本を筆頭 その他単発ものを含めると恐らく半数を超えるだろう。これらの科学映画は全てＵＳＩＡが製作したものとは限らず、先進科学技術を持つアメリカ産業界のプロモーション映画が数多く参 していることが映像内から確認できる。この時期 ＵＳＩＳ映画はこのように宇宙開発技術や軍事産業、先進化学情報を様々な形で視覚化し、家庭空間にその技術情報を還元した。すなわち住宅の家庭電化を促進し、より美しくより清潔な住空間を幸福な家族の象徴 して映像 よって全世界に提言してゆくのである。そこに描かれる女性映像はＣＩＥ 画 登場した戦後女性像とは明らかに異なったイメージ 再構成され、光と影を失って家族の住空間に埋没し始めるのである。別項で論じるが、この明らかな現象はＵＳＩＳ映画一九五三年の映画目録から排除され続けた婦人関連フィルム 新たに追加された他 フィルムとの映像差異考察によって確認できる ずである。
 
  おわりに
 
 ＵＳＩＳ映画のフィルム再編とジェンダー
 
 
ＵＳＩＳ映画のフィルム変遷の過程は如実に冷戦期以降のアメリカが提示し
た家族家庭像を反映し、豊かで美しい暮らしの背景に描かれたイメージ上の女性像を書き換えてゆく。
 
ＣＩＥ映画では配布以前にＣＩＥによる厳格な検閲とアダプテーションがあ
ったと述べたがそれでもイギリス、カナダ等アメリカ以外の映画がかなり参入しアメリカ色一辺倒になる気配牽制の役割を果たしていた。当然 ことながら『ＵＳＩＳ映画目録 九五三』の冒頭に掲げられたようにこのＵＳＩＳ映画計画の基盤はアメリカの「米国情報交 法」にありアメリカ映画の独壇場であった。しかしこれらの教育 を受容し 観客は常 それらの背景には全く関知できない所に置か ている。戦時情報局ＯＷＩ総裁のエルマー・デヴィスが語ったように「人々の心の中にプロパガンダ的考え方を注入するもっとも簡単な方法とは、彼らがプロパガンダに曝されている 気が付かない内に娯楽映画という媒体を通じて広めることである。 」というまさにその領域に観客は位置するからである
（２０）
。
 
戦後復興が進んで様々な娯楽が可能になってもなお情報量の多さ・新鮮さと
「タダである」という事実は観客に ってＵＳＩＳ映画の代 難い大きな魅力の一つであった。テレビ・ビデオ 一般普及まではまだ距離があったからである。テレビ放映が開始され劇場映画が隆盛の時代を迎えてもＵ ＩＳ映画 その情報の質と量で教育現場はもとより生活の底辺で一層人々 惹きつけ、集客し続けたのである
（２１）
。この受容の様相は占領期と違い強制力を伴わなかったため現在ほと
んど記録が確認できない。僅かに残される視聴覚ライブラ ー 貸出カードや学校史では、一九六〇年代後半でも劇場映画に比肩 て市井での受容が 盛んで
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あったと記される
（２２）
。
 
せんだいメディアテークに残るフィルム貸出存カードでその利用頻度を一覧
すると、一九六〇年代ＵＳＩＳ映画利用のトップは実はテレビ局であった。次いで企業の利用が目立つ。無論教育機関全てを合算すれば学校教育での利用が突出するが、自衛隊・在日米軍もしばしば登場する。他に町内会、婦人会、職業訓練所、警察、文化団体、病院などが含まれ、その利用はほとんど市民生活全般を網羅している。特にテレビ局への貸出は長期にわたり頻度も多い点からＵＳＩＳ映画の映像は編集加工されてテレビ放映に利用さ た可能性が高い。利用記録にはデベロッパーの利用も散見し、戦後直近だけでなくアメリカの豊かな住空間イメージが企業によっても人々の郊外戸建て住宅への羨望を駆り立てたことが垣間見えてくる。
 
ＵＳＩＳ映画ではフィルムの入れ替えは新しい目録発行時だけでなく一定本
数のフィルムコピーが準備されると随時実行された形跡を残す。この再編と削除に伴って背景に映し出される家族家庭像と生活映像も次第に変化し、付随して女性イメージが書き換えられてゆくのである。ここでは詳細を後述の分析において最後に一九五三年の大幅な削除編成 つい 簡単に触れておきたい。主な改編は後尾の付表のとおりである。
 
改編内容は情報の刷新を主な旨とするが、
大きな特徴としてはこの改編でイギ
リス教育映画二九本が削除され、続いて女子教育に関す フィルムが五本削除されていることである。教育や農業および農村にかかわる生活改善映画はその後も長く残留す が、これ以降女性の権利・男女の平等・家族 民主化に関わる民主主義啓蒙的作品は新たに登場せず、追加されたフィルムの映像内では初期ＣＩＥ
の活動を担ったニューディール左派の人々の理念が次第に薄められてゆく。
 
無論ＣＩＥ教育映画活動の大義が敗戦国日本の民主化にありＵＳＩＳ映画が
そのコンセプトを引き継いだことは否定できないが、その根底にある文化戦略は戦後経済と冷戦期の世界情勢と複雑に絡み合う。一九五九年モスクワにおけるアメリカ博覧会で行われたニクソン フルシチョフのキッチン
･ディベート
（２３）
は、そ
の象徴的な出来事 あった。このアメリカ博はいうなれば共産主義経済体制へのＵＳＩＡが仕掛けたイメージ戦争であり、アメリカ資本主義 勝利 瞬間ではなかったであろうか。両者は展示会場のモデルキッチンと 空間で、家事労働の軽減と国民の「
G
ood life 」の実現を焦点に論争を戦わす。だがその住空間の中心
に
G
ood life
のシンボルとして女性性の存在を置くということでは見事に一致し
たという
（２４）
。この時ＵＳＩＡが会場に準備したＵＳＩＳ映画はロシア語に改編され
た『
M
iracle Tow
n 』というフィルムであった。アメリカの典型的な郊外都市住宅
を描いた作品である。アメリカの電化され 豊かな中流生活を写し取ったこのィルム・シナリオは原題を『
Levitt Tow
n 』とする。第一次大戦後帰還兵士のため
にレヴィットタウンを作り、世界に先駆け住宅ローンを考案してデベロッパーの草分けとなったウイリアム・レヴィット社のプロモーション映画であった。ＵＳＩＡはこれを焼き直し利用したのである。そこに描きだされた女性像はもはや住空間に安寧を約束された主婦の姿以外の何者でもなかった
 
このようにしてＣＩＥ映画とＵＳＩＳ映画は民主主義啓蒙と女性の解放を謳
いつつ、一方では、アメリカ資本主義の勝利のうちにひそかに典型的家父長制の限度内に女性を押しとどめ、豊かで美しい住空間 中に女性を周縁化する役割の一端を担うのである。フルシチョフとニクソンの論争は戦後 に何を実現しよ
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うとしたのであろうか。二つの経済体制が女性性に求めたものの根源は全く同一であったのである。
 
農村女性の解放という占領政策の切迫性から台所の改善を視覚化してスター
トしたＣＩＥ映画の映像は、ＵＳＩＳ映画の「人々の生活を変える科学の話
（２３）
」と
いう科学神話に連続されて、戦後女性を再度「科学に約束された清潔で美しい衛生的住空間」に回収して まったと考えられる。戦後女性は民主主義というヴェールを纏ったイメージの時空間で自己のアイデンティティ確立とその実現に奔走し続けたのである。 とＵＳＩＳ映画の活動はその始点と中間点 ある。
 
    注
 
（１）建設省報告では約二七〇万戸とされ が、西山夘三による戦後直近 住宅
調査では実際の被災住宅総数は四一〇万戸以上に達するとし、現在ではほぼこれが定説とされる。西山夘三『住宅計画』 （勁草書房、一九六七年）四七六、四八二頁。
 
（２） この数字は日本映画教育協会編、 『視聴覚教育要覧』 二二五頁、 二二六頁、
五八三頁より抜粋。教育要覧が出典を明確にしていないことを土屋由香が指摘し独自の調査を行っているが、本稿では阿部彰『戦後地方教育制度成立過程の研究』 （風間書房、一九八三年）に準拠する。
 
（３）この住宅表現は公団５１Ｃ型住宅とその後のｎＬＤＫ住宅 論じ 上野千
鶴子『家族を容れるハコ
 
家族を超えるハコ』 （二〇〇二年、平凡社）か
ら引用した。
 
（４）一九四八年の米国情報交換法（
The U
nited States Inform
ation and Educational 
Exchange A
ct of 1948 ）に基づくＵＳＩＡの各国出先機関である合衆国広
報・文化交流サーヴィスの名称からこう呼ばれる。
 
（５） 谷川健司 『アメリカ映画と占領政策』
( 京都大学学術出版会、 二〇〇二年
) 。
 
（６）琉米文化会館日誌は現在那覇市立図書館に保管されているが、個人情報を
 
多く含むため現在は非公開となっている。
 
（７）幻燈画の製作配布の実情は
、
農水省『協同農業事業年次報告書（昭和二五
年～二八年） 』に記載される。昭和二五年度には一四種九九八〇セット配布され、そのうち一四五〇セットが『台所の改善』であったという。映画の配 は二タイトルでそのコピー二
五二本に比して幻燈画の突出した活
躍が記録される。ただしこれらフィルムや幻燈画が全 ＣＩＥフィルムとは限定できないものの当時のＣＩＥ映写技師は実際にＣＩＥ／ＮＲＳ製の多くの幻燈画を上映したと証言する（現福島県在住川本年邦氏より聞き書） 。
 
（８）アニメーションは単に子供向けマンガ映画だけでなく、生活改善や衛生を
テーマとし、ＵＳＩＳ期に入ると多くはカラー映画で登場した ディズニーも製作に参加している。
 
（９）製作年月日及び製作者に関しては『愛媛法学会雑誌第三十一巻第一・第二
合併号』 「アメリカ対日占領軍『ＣＩＥ映画』 （一）アメリカ対外 戦略としての教育映画」一一〇頁～一一一頁参照。ＯＷＩ 一九四二年設立の
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アメリカの戦時情報局
O
ffice of W
ar Inform
ation
の略号である。
 
（
１０）ＣＩＥ映画では少なくとも二九本（推定）がイギリス教育映画。
 
（
１１）ロバート・フラハテイ監督作品ＣＩＥ№１４１『北地のナヌック』 。戦前
日本では『極北の怪異』として一般公開されている。
 
（
１２）このＣＩＥによる日本教育映画への資金投入が次の教育映画製作の基盤
となり、製作に関わった田坂具隆や小森静男などの映画人が戦後劇場映画製作の隆盛時代 活躍する。
 
（
１３）このフィルムは現在発見されていないので内容確認が不能である。
 
（
１４） 『ＵＳＩＳ映画目録一九五三』東京米国大使館映画部配給課発行（大日本
印刷）
 
『ＵＳＩＳ映画目録一九五五』東京米国大使館映画部発行（日本語版の解説目録）
 
『ＵＳＩＳ映画目録一九五七』同（一九五六年二月末発行）
 
『ＵＳＩ 映画目録一九五 』同（詳細の記載なし）
 
『ＵＳＩ 映画目録一九六三』同（英語版テレビ用映画を収録）
 
『ＵＳＩ 映画目録一九六六』同（英語版テレビ用映画を収録）
 
『ＵＳＩ 映画目録一九六 』同（英語版テレビ用映画を収録）
 
『ＵＳＩ 映画カタログ 七〇 米国大使館
･ラジオ
･映画部発行
（日本語版解説目録と配給されていない英語版目録）
 
 
（
１５）発見されないフィルムが多数存在するため現時点のタイト 数 全くの
概数である。またＵＳＩＳ映画は全世界で展開されたため、一タイトルに数か国語のシナリオまたはフィルムが存在し、土屋由香の調査によれ
ばワシントンの国立公文書館には一七〇〇本余りのＵＳＩＳ映画シナリオが残存すると確認されている。三澤真美恵・川島真・佐藤卓巳編著『電波・電影・電視』二〇一二年、青弓社、三六二頁。
 
（
１６）テレビ用フィルムは一九六三年、一九六六年映画目録では「ＵＴＶシリ
ーズ」と
｢Ｓシリーズ
｣、 『一九七〇年映画カタログ』では「配給されない
英語版
｣として計一〇八〇本余り存在するがフィルムは全く確認できな
い。
 
（
１７）ほとんどのフィルムを各都道府県の視聴覚ライブラリー・県立図書館が
引き継いだが、一部はミッション系教育施設にも寄贈されている。 九五二年五月、仙台アメリカ文化センターでは県立図書館・仙台視聴覚ライブラリー（現せんだい ディアテーク）東北学院大学付属中学校の三か所に分与する。
 
（
１８）岡山県視聴覚ライブラリーを引き継いだ岡山生涯学習センター「三学ぱ
る」に所蔵。
 
（
１９）ＣＩＥ№３６『原子力』がＵＳＩＳにも引き継がれるので、それを含め
ＵＳＩＳ映画全体で原子力関連映画は四四本。医学
･農業など平和利用の
領域で増加し、 『科学時報』でも主に医学と産業に集中する。 『一九六三年ＵＳＩＳ映画目録』にはその他にテレビ用Ｓシリーズに二三本、同じくテレビ用映画ＵＴＶ目録 二八本が記載される。
 
（
２０）
Clayton R. K
noppes &
 G
regory D
. Black, H
ollywood G
oes to W
ar: H
ow Politics, 
Profits, and Propaganda Shaped W
orld W
ar 2 ,p. 64 (Los A
ngeles: U
niversity of 
California Press, 1987) 、
 前出、谷川健司、九三頁再引用。
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（
２１） 『相模小学校一〇〇年のあゆみ』相模小学校百周年記念誌編集委員会編、
山辺町立相模小学校創立一〇〇周年記念事業実行委員会、二〇〇〇年、一六六頁。
 
（
２２）せんだいメディアテークではＣＩＥからのフィルム移管の一九五二年か
ら一九八六年の最終貸出記録まですべてのフィルムケースに添付された図書カードにその受容記録を残す。詳細なＵＳＩＳ映画受容記録は現在これのみである。
 
（
２３）一九五九年七月二四日モスクワで開かれた「アメリカ博覧会（
A
m
erican 
N
ational Exhibition 」のキッチン展示場での、ニキータ・フルシチョフソ連
共産党第一書記とリチャード・ニクソン米副大統領による、いわゆる
｢キ
ッチン論争
｣（
Kitchen Debates ） 。
 
（
２４）
E
lain Tyler M
ay, H
om
eward Bound, Am
erican Fam
ilies in theCold W
ar Era, 
（
Basic Books, 1989 ）
p.12.  
（
２５）これは一九六二年に始まる『科学時報』と『科学時報特集号』の冒頭の
ナレーションである。 二二〇本全てを確認できていないが試写分では 「宇宙と銀河」を模した映像を添えて全てこのナレ ションで始まる。
 
 
（千葉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程）
 
    
〔付表〕
  
削除・追加によるＣＩＥ映画とＵＳＩＳ映画のフィルム数の変遷（概数）
 
 
註1 実数…目録記載数、削除数…前目録からの削除 
註2 CIE映画目録と『1970年USISフィルムカタログ』は不明分と削除により登録数と実数が異なる。 
註3 1956年7月1日よりフィルムナンバーは米国会計年度別管理に変更された。 
これまでの連番推定からの確認が不能となる。      
註4 1953年度以降はテレビ用フィルム、沖縄フィルムがナンバーを重複または交錯し正確な欠番を特定できない。 
この詳細は公開された愛媛大学データベース（筆者作成）「CIE/USIS教育映画目録」を参照されたい。 
登録数 実数 追加 削除数 UTVフィルム その他
CIEフィルム 408 405 欠番3
USIS 1953 329 13 90
〃　 1955 383 94 40
〃　 1957 416 40 7
〃　 1959 463 68 21
〃　 1963 521 112 54
〃　 1966 551 335 305 530 430
〃　 1970 212 127 125 490 0 121
